
 

 
シーズ名 新しい遷移金属錯体触媒の創成と触媒反応系への応用 

氏名・所属・役職 中沢 浩・大学院理学研究科・教授 

＜概要＞ 

 遷移金属と種々の典型元素（炭素を含む）間に結

合を有する新規錯体の創成、ならびにそれらの示す

物性や反応性に関する研究を行っている。特に、こ

れらの遷移金属錯体が示す触媒反応に注目して、

新しい触媒系の開発を行っている。今までに、ヒドロ

ホウ素化反応、ヒドロシリル化反応、ヒドロホスフィン

化反応などについて従来にはない選択性や高い活

性を示す触媒系の構築を行ってきた。 

 

 

 

＜アピールポイント＞ 

 安価で、入手が容易で、枯渇の心配がなく、かつ毒性が極めて低い鉄を中心金属とする錯体が、従来にはな

い性能を示す触媒となる反応系の開発を行っている。具体例を以下に示す。 

〇 アルケンやアルキンへのヒドロシリル化反応において、極めて高い触媒活性を示す鉄錯体を開発 

〇 アルケンやアルキンへの前例のないヒドロホスフィン化反応に対して、鉄錯体が触媒活性を示す反応系を

開発。 

〇 有機ニトリルの C-N 三重結合部位へのヒドロシリル化反応、ヒドロホウ素化反応、ならびにジヒドロシリル

ホウ素化反応を行う鉄錯体触媒を開発。 

 

 

 

＜利用・用途・応用分野＞ 

 上記した反応はいずれも目的化合物以外の副生成物が全く生成しない理想的反応であり、原子効率の極め

て良い反応である。よって炭素－ケイ素、炭素－ホウ素、炭素－リン、窒素－ケイ素、窒素－ホウ素などの結

合が効率的に生成できる。従って、工業的に利用価値の高い反応であり、機能性材料化学の分野において有

用である。 
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